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ご参加ありがとうございます。
15時から開始します。
もうしばらくお待ち下さい。



〇〇課

2

オンライン説明会
2023年5月17日（水）15時〜16時半



5月17日 Urban Innovation TOYONAKA 説明会の流れ

時間 内容 登壇者

15:00〜15:10 事業概要説明（10分） 経営戦略課 安藤

15:10〜15:25 Urban Innovation TOYONAKAの流れ（15分） UIJ事務局 相馬

15:25〜15:45

各課題説明（各3分）

1. 子育て中、休むのは気が引ける？保護者の「フリータイム」をつくるための調査実証を！ こども支援課 後藤

2. データでわかる⁉駅周辺の「にぎわいづくり」スキームをつくりたい！ 都市整備課 松木

3. 救急の知識を広めたい！アクティブシニアへの普及加速の実証実験！ 救急救命課 田中

4. 避難所のリアルタイム状況把握はどこまでできる？デジタルツール開発実証実験！ 危機管理課 原園

5. 保育現場の隠れた課題とは？真の課題を見つけて改革したい！ こども事業課 木村

15:45〜16:25 各課題ごとに質疑応答（ブレイクアウトルーム）

16:25〜16:30 全体QA＆クロージング UIJ事務局 相馬
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本日の質問はSlidoで受付しております！

4



5

都市経営部経営戦略課



豊中市のご紹介
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人口／約40万人 <中核市>
面積／36.6 k㎡

名神高速道路 中国縦貫自動車道など

大阪国際空港

阪急宝塚線 大阪モノレール
北大阪急行線

大阪大学
大阪音楽大学



豊中市の魅力・特徴

教育文化都市

市内初の、施設一体
型小中一貫の義務教
育学校「庄内さくら学

園」が開校

救命力世界一

救命講習修了者・
救急隊・救急救命
士数の面積割合が
全国トップレベル

高校スポーツ発祥の地

夏の全国高校野球大
会の前身である野球
大会が、豊中グラウン
ドで初めて開催

音楽あふれるまち

服部緑地に本拠地を
置く、日本センチュリー
交響楽団や大阪音
楽大学と連携

良質な住環境

全国的な人口減少の
中「住まうまち」として
選ばれ、人口は微増

傾向に
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豊中市の施策
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◇ライフステージに沿った切れめのない支援
◇一人ひとりのニーズに応じた支援の提供

●経営戦略方針2023

コロナを乗り越え、
元気いっぱいの豊中へ

暮らしを
便利に快適に

子どもたちの
笑顔あふれる
未来のために

重点的取組み

・令和5年4月、はぐくみセンター始動
➢ こども家庭センターの機能を持つ相談支援機関を、府内で

初めて設置。
➢ 全ての妊産婦、子どもとその家庭に対し、児童福祉・母子

保健だけでなく、学校教育も一体となってより確実に支援
を届ける。

●子育て・教育分野の取組み

・児童相談所の設置（令和７年度開設予定）
➢ 大阪府内中核市で初の設置。
➢ 子どもの権利擁護や子育てに関する問題・不安を抱える家

庭に迅速かつ丁寧に切れめなく包括的に支援が行える体制
強化。

◇地域力・市民力、子育て支援施策の充実
◇誰ひとりとして取り残さない地域社会の実現
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予算化・事業化に至っていないものの
行政として解決したい地域課題は数多くある

行政の困りごとを発信し、課題解決に繋げる

協働の力で解決したい
地域課題を庁内で募集
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今年度募集する課題５件

Urban Innovation TOYONAKA／アーバンイノベーション豊中として
協働で課題解決をめざすパートナーを募集
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ご応募お待ちしています！
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Urban Innovation TOYONAKAとは？

市職員民間事業者

行政との協業実績 先端テクノロジー導入

市民

協働開発・実証実験協働開発 ＋ 実証実験

市民サービスの向上

社会・行政課題

スタートアップをはじめとする事業者と市職員が協働して
行政課題や社会課題の解決に取り組むことで、

事業者の後押しと市の課題解決を目指す取り組み
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採択
企業

経営
戦略課

担当課

プロジェクト実施体制
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採択
企業

経営
戦略課

担当課

プロジェクト実施体制

UIT 事務局

ビジネスを
伸ばしたい

自身の課題を
解決したい

公民学連携を
推進したい
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プロジェクトの流れ
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実施スケジュール

2023/4/24
Webサイトへ掲載開始

募集期間

2023/6/4

応募〆切

2023/6 下旬

2023/6 上・中旬
民間事業者の選考開始

2023年 2024年

採択事業者の決定 本格導入の検討

協働期間

2023/6 末
～2023/10

2024年以降

一次選考
(書類)

二次選考 (zoom面談 ) 
6/12-6/19で調整予定
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二次選考（zoom面談）のスケジュール

期間：2023/6/12-19

課題 担当課 日程候補(仮)

1. 子育て中、休むのは気が引ける？保護者の「フリータイム」をつくるための調査実証を！
こども支援課
(暮らしやすさ向上PT) ・6/15（木）

2. データでわかる⁉駅周辺の「にぎわいづくり」スキームをつくりたい！ 都市整備課 ・6/19（月）

3. 救急の知識を広めたい！アクティブシニアへの普及加速の実証実験！ 救急救命課 ・6/16（金）

4. 避難所のリアルタイム状況把握はどこまでできる？デジタルツール開発実証実験！ 危機管理課 ・6/12（月）

5. 保育現場の隠れた課題とは？真の課題を見つけて改革したい！ こども事業課 ・6/14（水）

※応募件数や諸事情により別の日時で調整する可能性もございます
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協働期間の流れ
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3つのサポート

実証補助最大50万円/課題

実証フィールドの提供

行政職員とUIJの
プロジェクトサポート



21

自治体や行政の課題へのハードルを下げ、挑戦する人を増やしていきます。

Urban Innovation TOYONAKAで実現できること
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Urban Innovation JAPANの実績

開発したサービスを契約し
継続利用中

全国初
2018年より、本格的に

運用開始

150件以上の実証

22年度は50件以上/年を採択

課題解決率70％以上

実証実験で設定したKPIの
達成

継続利用率約50％

1 2

34
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Urban Innovation JAPANの広がり
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こんな企業のご応募をお待ちしています！

✔本気で社会をよくしたいと思っている

✔地域・行政関係で新しいビジネスを作ろうとしている

✔リスクをとって事業拡大を目指している



子育て中、休むのは気が引ける？
保護者の「フリータイム」をつくるための調査

実証を！

こども支援課（暮らしやすさ向上プロジェクト）
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こども支援課
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1.解決したい課題、実現したい未来



こども支援課
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2.これまでの取り組み

とよなか子育ち・子育て応援BOOK

「みんなで」

豊中市子育ち・子育て応援アプリ

「とよふぁみ」



こども支援課
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3.今回取り組みたいこと



こども支援課
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4.実証実験で達成したいゴール

現時点では以下のようなゴールを想定。ただし、その他にも魅力的な提案・期待される効果があ

れば適宜柔軟に変更を検討する。

4か月の実証実験で得たい成果

● 課題解決のためのサービスモデルやシステム構築等の検討



データでわかる!?駅周辺の「にぎわいづくり」
スキームをつくりたい！

都市整備課
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都市整備課
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1.解決したい課題、実現したい未来



都市整備課
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2.これまでの取り組み

平成7年度 豊中駅前まちづくり構想
平成9年度 豊中駅前のまちづくりについて（基本方針）

令和3年度 豊中駅周辺まちづくり構想
取組方針や今後優先的に取り組むべき内容を整理

「銀座通り・一番街」を中心とした歩行者空間の拡充と
賑わいづくりに向けた道路空間の有効利用

まちづくりに向けた地域の取組支援

【フェーズ２】
事業の実施 事業の実施

・基本計画
・実施計画
・事業実施
・地域及び関係者協議

【フェーズ１】
事業化に向けて
・事業可能性調査
・事業手法の選定
・地域及び関係者協議

令和4～6年度 令和7～10年度 令和11年度以降

令和4年度 豊中駅前まちづくりミーティング（3回開催）

駅前の2階デッキ広場の有効活用 映画 落語
ミニコンサート 青空図書館 イベントで賑わい

花やみどりの配置 商店街とコラボ etc

川西駅前ピクニックテラスみたいなことがしたい！



都市整備課
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3.今回取り組みたいこと

現時点ではこの様な実証実験を想定していますが

課題解決に資するアプローチを幅広く提案していただきたい



都市整備課
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4.実証実験で達成したいゴール

例）・平常時とイベント時の人流データの取得及び解析

・「にぎわい」の可視化

・まち利用者の属性取得及び解析

現時点ではこの様なゴールを想定していますが

その他にも魅力的な提案や期待される効果があれば

適宜柔軟に変更を検討します

住民と来街者の行動の見える化



救急の知識を広めたい！アクティブシニア
への普及加速の実証実験！

救急救命課
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救急救命課
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1.解決したい課題、実現したい未来

•解決したい課題
アクティブシニアに応急手当の知識と技術を普及

高齢者の軽症救急件数を抑制

高齢者に刺さる広報が行えていない。

•実現したい未来
必要なすべての人が応急手当を受けられる環境

進行する超高齢社会で持続可能な救急環境



救急救命課
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2.これまでの取り組み

• シニア救命講習
55歳以上を対象に救命講習を実施

満足度は高いが参加者が集められない

• 心肺蘇生法体操
豊中市社会福祉協議会の体操教室を対象に実施



救急救命課
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3.今回取り組みたいこと

アクティブシニアの

• 応急手当の阻害要因
• 救命講習不参加理由
• 軽症救急が増加する不安要因
などを分析し、分析結果を踏まえ
た課題解決のアプローチ法を施行
し有効性を検証する。

強み

実行力

積極性

ブランド力

市民力

弱み

市場調査

マーケティング

広報

人員不足

機会

社会福祉協議会

女性防火クラブ

消防団

自治会

脅威

超高齢社会

核家族化

行政サービス化



救急救命課
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4.実証実験で達成したいゴール

4ヵ月の実証実験で得たい成果

•アクティブシニアの救急時の不安を把握
•課題解決のための啓発ツールや仕組みを検討
•企業の皆様との協働の中で救急普及啓発係の人材育成

そのほか魅力的な提案をいただければ柔軟に変更可能



避難所のリアルタイム状況把握はどこまで
できる？デジタルツール開発実証実験！

危機管理課
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危機管理課
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1.解決したい課題、実現したい未来

・避難所開設・受付から大阪
府報告までのプロセスおよび
各避難所の満空状況、物資の
不足状況の把握に人的・時間
的課題を抱えている。

リアルタイム
状況把握

市民の安心・安全に繋がる

解決したい課題 実現したい未来

・避難所の満空状況や避難所
までの安全な避難ルートなど
スムーズな避難行動および避
難所運営につなげる。

GOAL



危機管理課
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2.これまでの取り組み

避難所開設するように連絡

避難所開設の報告

避難所閉設の報告

避難者数の報告（毎時00分）

物資の不足状況の報告

災害対策本部 避難所

避難者数の把握

避難者名簿の作成

避難所開設状況
確認

避難者数集計

チャット機能

物資の調達調整

大阪府への報告

避難者からの要望
のとりまとめ

市民への情報伝達 避難所の運営



危機管理課
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3.今回取り組みたいこと

デジタルツールを活用し避難所開設・運営の迅速・効率化
が図れるソリューションについて実証したい。

想定する実証実験

✔ Point

〇避難所と市の災害対策本部がスムーズな連携が図れること
〇誰もが簡単に操作できるもの
〇迅速な住民周知についても既存のシステムを活用するため、親和性を確認すること



危機管理課
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4.実証実験で達成したいゴール

市民

デジタルツール

行政

避難所

・土砂崩れや道路の崩落
などの被害情報

・災害情報
・避難所の情報
・安全な避難経路
・支援物資の情報

・他の避難所の状況
・災害対策本部からの指示
・支援物資の情報

・避難所の状況報告
・不足している物資などの
情報

・被害状況の把握
・避難所の状況
・不足物資の情報

・災害情報
・避難所開設・閉設情報
・支援物資の情報

必要な情報

市民の
安心・安全



保育現場の隠れた課題とは？
真の課題を見つけて改革したい！

こども事業課
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こども事業課

47

1.解決したい課題、実現したい未来

課題を把握・分析し

働きやすい環境にしたい！

応募数が少ない理由(＝課題)

が把握できていない

求人募集に対して応募数が少なく

深刻な人材不足に陥っている

働きやすい環境とは？

こどもたちとともに育つ、より良い保育への学びと実践ができる
こども園運営

実現できたら・・・



こども事業課
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2.これまでの取り組み

広告手段の拡大

•折り込み求人チラシへの記事掲載

• Web広告の活用

こども園の環境改善

• CoDMON(コドモン)システムの導入

(令和３年(2021年)～)

•登降園打刻の管理、行事予定、おたよりをデジタル化



こども事業課
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3.今回取り組みたいこと

働きやすい環境にするために

何をクリアすれば良いのか探りたい

課題の洗い出し・分析

課題に基づいた人材募集の効果検証

ターゲット層の分析

広告クリエイティブの効果検証

現時点ではこのような実証実験を想定しておりますが、
課題解決に資するアプローチを幅広く提案していただきたいです！



こども事業課
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4.実証実験で達成したいゴール

課題の把握

次の一手への見通し

現時点ではこのようなゴールを想定しておりますが、
この他にも魅力的な提案・期待される効果があれば柔軟に変更を検討いたします
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各テーマごとに質疑応答（15：45～16：25）

課題 担当課

1. 子育て中、休むのは気が引ける？保護者の「フリータイム」をつくるための調査実証を！
こども支援課
(暮らしやすさ向上PT)

2. データでわかる⁉駅周辺の「にぎわいづくり」スキームをつくりたい！ 都市整備課

3. 救急の知識を広めたい！アクティブシニアへの普及加速の実証実験！ 救急救命課

4. 避難所のリアルタイム状況把握はどこまでできる？デジタルツール開発実証実験！ 危機管理課

5. 保育現場の隠れた課題とは？真の課題を見つけて改革したい！ こども事業課

ご関心のある課題のブレイクアウトルームをご選択ください。
担当課の職員に、直接課題についてのご質問やご確認をしていただけます。
各ブレイクアウトルームの移動は自由です。
複数の課題にご関心のある方は、ぜひ各課の担当者とお話してみてください。

※お困りの際は、事務局にお声がけください。
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お申込み方法
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期間：2023/6/12-19

課題 担当課 日程候補(仮)

1. 子育て中、休むのは気が引ける？保護者の「フリータイム」をつくるための調査実証を！
こども支援課
(暮らしやすさ向上PT) ・6/15（木）

2. データでわかる⁉駅周辺の「にぎわいづくり」スキームをつくりたい！ 都市整備課 ・6/19（月）

3. 救急の知識を広めたい！アクティブシニアへの普及加速の実証実験！ 救急救命課 ・6/16（金）

4. 避難所のリアルタイム状況把握はどこまでできる？デジタルツール開発実証実験！ 危機管理課 ・6/12（月）

5. 保育現場の隠れた課題とは？真の課題を見つけて改革したい！ こども事業課 ・6/14（水）

※応募件数や諸事情により別の日時で調整する可能性もございます

【再掲】二次選考（zoom面談）の予定スケジュール
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アンケートへ回答のご協力をお願いいたします

回答は2-3分程度で終わりますので、ご協力いただけますと幸いです。

ご回答完了画面にて本日の説明資料へのリンクが表示されますので、ダウン
ロードください

https://forms.gle/j4XagVLL3dBJTiLeA

https://forms.gle/j4XagVLL3dBJTiLeA
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お問い合わせ先

運営
•NPO法人コミュニティリンク Urban Innovation JAPAN事務局
urban_innovation_japan@communitylink.jp

mailto:urban_innovation_japan@communitylink.jp
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